
鴫
谷
節
夫
さ
ん
（
元
高
校
教
諭
）

が
元
将
校
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
戦

争
末
期
、
こ
の
周
辺
で
爆
雷
を
積
ん

だ
小
型
艇
で
敵
艦
に
突
っ
込
む
特
攻

作
戦
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
そ
う

で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
地
へ
行
っ
て

み
る
と
、
特
攻
艇
を
出
す
た
め
、
地

面
は
海
に
向
か
っ
て
下
り
傾
斜
に
な
っ

て
い
る
の
が
わ
か
る
。

歴
史
的
経
緯

高
島
に
暁
部
隊
の
地
下
本
部

小
樽
に
第
５
船
舶
輸
送
司
令
部

（
暁
部
隊
）
が
昭
和
18
年
に
創
設
さ

れ
た
。
千
島
列
島
方
面
の
兵
站
を
担

う
た
め
だ
が
、
空
襲
の
危
険
性
か
ら

高
島
町
の
山
腹
部
に

地
下
本
部
が
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
第
四
野
戦
船

舶
廠
六
一
九
五
部
隊

と
し
て
特
攻
艇
の
基

地
が
併
設
さ
れ
た
。

朝
鮮
人
徴
用
工
に
よ
る
格
納
庫
建
設

建
設
は
菅
原
組
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

工
事
は
朝
鮮
人
徴
用
工
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
会
社
に
資

料
は
残
っ
て
い
な
い
。
工
事
は
鶴
嘴

や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
ほ
と
ん
ど
人
力
で

行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
極
め
て
過
酷

な
も
の
で
あ
っ
た
。
地
域
住
民
が
朝

鮮
人
労
働
者
の
過
酷
な
状
況
を
見
か

ね
て
、
監
視
の
目
を
盗
ん
で
食
べ
物

を
差
し
入
れ
た
話
が
昭
和
50
年
頃
ま

で
地
域
に
伝
わ
っ
て
い
た
。

マ
ル
レ
と
は

マ
ル
レ
（
通
称
レ
）
は
全
長
５
・

６
ｍ
、
幅
１
・
８
ｍ
、
排
水
量
１
・

45
ｔ
で
自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載

し
て
20
～
25
ノ
ッ
ト
で
自
走
す
る
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
で
あ
る
。
昭
和
19
年
に

開
発
さ
れ
、
船
体
に
は
ベ
ニ
ヤ
板
が

使
わ
れ
た
が
、
戦
況
悪
化
に
伴
い
、

材
料
が
手
に
入
ら
ず
、
北
海
道
で
は

松
板
材
で
作
る
研
究
が
進
ん
で
い
た
。

そ
の
た
め
、
船
が
重
く
な
り
、
速
度

と
運
動
性
が
低
下
す
る
問
題
が
発
生
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特
攻
艇
格
納
庫
の
あ
っ
た
茅
柴
岬
の
地
図
。

小
樽
市
中
心
部
か
ら
北
に
約
４
キ
ロ
離

れ
た
茅
柴
岬
。
行
き
止
ま
り
の
市
道
の
先

に
あ
る
草
や
ぶ
を
か
き
分
け
５
分
ほ
ど
歩

く
と
突
如
、
洞
窟
が
現
れ
る
。
こ
こ
に
旧

日
本
陸
軍
特
攻
艇
基
地
、
特
攻
艇
格
納
庫

の
洞
窟
が
７
本
掘
ら
れ
て
い
た
。

入
口
は
土
砂
で
狭
く
な
っ
て
い
る
（
上

写
真
）
が
、
中
に
は
幅
５
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
２
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
20
メ
ー
ト
ル
の

空
間
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
水
上
特

攻
艇
マ
ル
レ
（
通
称
レ
、
上
写
真
、
海
軍

で
は
「
震
洋
」
水
上
特
攻
艇
と
呼
ば
れ
て

い
た
）
が
格
納
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
終

戦
後
、
証
拠
は
隠
滅
さ
れ
た
。

現在の洞窟入口

（特攻艇と格納庫の洞窟のイメージ図）



し
て
い
た
。

マ
ル
レ
は
当
初
、
船
体
後
部
に
２

５
０
キ
ロ
、
あ
る
い
は
１
２
０
キ
ロ

の
爆
雷
を
２
個
搭
載
し
、
敵
艦
に
肉

薄
急
反
転
し
て
爆
雷
を
投
下
す
る
戦

法
が
想
定
さ
れ
た
。
き
わ
め
て
生
還

率
の
低
い
戦
法
で
は
あ
っ
た
が
、
海

軍
の
特
攻
艇
震
洋
が
当
初
か
ら
自
爆

兵
器
と
し
て
開
発
さ
れ
た
の
と
は
異

な
る
。
だ
が
、
速
度
が
遅
く
、
船
体

が
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
最
終
的
に
は

体
当
た
り
を
基
本
戦
術
と
す
る
特
攻

兵
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

特
別
攻
撃
、
マ
ル
レ
の
訓
練

高
島
で
の
訓
練
は
、
昭
和
18
年
５
月

31
日
よ
り
開
始
さ
れ
、
通
常
攻
撃
と

同
時
に
「
決
一
号
作
戦
」
の
中
核
を

占
め
る
特
別
攻
撃
を
想
定
し
て
い
た
。

第
五
方
面
司
令
軍
樋
口
季
一
郎
中
将

を
迎
え
て
の
供
覧
演
習
で
は
、
茅
柴

岬
の
基
地
整
備
隊
が
所
管
す
る
七
、

八
号
舟
艇
洞
窟
か
ら
、
ト
ロ
ッ
コ
架

台
に
載
っ
た
艇
が
傾
斜
し
た
レ
ー
ル

上
を
走
り
洋
上
に
進
出
、
洋
上
で
二

群
の
編
隊
を
保
ち
突
撃
線
に
お
い
て

展
開
、
三
方
向
か
ら
間
欠
的
に
突
っ

込
み
に
入
り
、
砂
弾
を
投
下
し
た
と

さ
れ
る
。

戦
争
末
期
に
な
っ
て
道
東
方
面
の

防
衛
戦
の
強
化
と
と
も
に
、
特
攻
艇

基
地
の
建
設
も
進
め
ら
れ
た
。
小
樽

で
訓
練
を
受
け
た
兵
士
も
、
道
内
お

よ
び
千
島
列
島
の
各
基
地
に
配
備
さ

れ
て
い
っ
た
。
並
行
し
て
小
樽
に
も

マ
ル
レ
が
配
備
さ
れ
、
沿
岸
で
の
対

潜
水
艦
活
動
に
も
従
事
し
て
い
た
。

戦
後
マ
ル
レ
は
燃
や
さ
れ
た

だ
が
、
最
終
的
に
小
樽
へ
の
連
合

軍
の
本
格
侵
攻
は
な
く
、
全
て
の
艇

は
敗
戦
後
の
８
月
17
日
に
焼
却
さ
れ

た
。
北
海
道
各
地
に
配
備
さ
れ
た
マ

ル
レ
も
同
様
に
扱
わ
れ
た
。

特
攻
要
員
の
苦
悩

当
時
、
小
樽
の
訓
練
基
地
の
責
任

者
で
あ
っ
た
花
輪
文
男
元
陸
軍
少
尉

は
、
そ
の
頃
の
心
境
を
次
の
よ
う
に

回
想
し
て
い
る
。

「
今
日
か
明
日
か
と
手
ぐ
す
ね
引

い
て
待
っ
た
甲
斐
も
な
く
、
艇
身
共

に
生
き
残
る
運
命
に
お
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
敗
戦
の
苦
悩
を
超
越
し

た
自
責
の
念
が
先
に
立
ち
、
死
境
を

さ
ま
よ
う
自
分
を
み
つ
め
て
い
た
」
。

花
輪
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
戦
後

60
年
の
『
戦
禍
の
記
憶
』
（
北
海
道

新
聞
社
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
左
囲
み
）

編
集
を
終
え
て

身
近
に
あ
っ
た
海
上
特
攻

１
３
０
０
人
以
上
の
犠
牲
者

生
き
残
っ
た
人
々
の
苦
悩

高
島
特
攻
艇
に
つ
い
て
は
軍
事
機

密
で
あ
り
、
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
小
樽
商
大
副
学
長
の
江
頭

進
教
授
ら
が
調
査
さ
れ
た
記
事
（
小

樽
チ
ャ
ン
ネ
ルV

o
l
.
1
0

、
２
０
１
６

年
９
月
号
）
や
北
海
道
新
聞
（
２
０

２
０
年
８
月
）
の
記
事
を
参
考
に
ま

と
め
た
。

当
時
は
２
０
０
０
隻
の
特
攻
艇
、

２
０
０
０
人
の
特
攻
要
員
を
養
成
す

る
計
画
だ
っ
た
が
、
終
戦
に
よ
り
、

小
樽
か
ら
の
出
撃
は
免
れ
た
と
い
う
。

私
た
ち
は
、
こ
の
歴
史
が
現
代
に
語

り
継
が
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
だ

と
感
じ
た
。
洞
窟
は
放
置
さ
れ
た
ま

ま
で
、
安
全
上
の
問
題
も
あ
る
と
聞

く
。
中
に
入
っ
て
見
学
す
る
こ
と
は

難
し
い
だ
ろ
う
が
、
看
板
や
石
碑
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

特
攻
要
員
に
組
み
込
ま
れ
た
花
輪

さ
ん
の
証
言
は
貴
重
な
も
の
だ
。

「
生
還
は
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う

出
撃
命
令
を
待
ち
続
け
た
が
、
終
戦

を
迎
え
、
マ
ル
レ
を
焼
却
す
る
こ
と

に
な
っ
た
花
輪
さ
ん
。
海
上
特
攻
で

犠
牲
に
な
っ
た
仲
間
の
こ
と
も
去
来

し
た
だ
ろ
う
。
「
戦
争
は
絶
対
に
繰

り
返
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
言

葉
の
重
み
を
か
み
し
め
た
い
。

１
５
０
名
が
コ
ラ
ボ
新
聞
作
成

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

高
文
連
石
狩
・
後
志
支
部
新
聞

第
１
回
総
会
・
研
究
会

６
月
20
日
、
か
で
る
２
・
７
に
石

狩
・
後
志
支
部
の
新
聞
部
局
員
１
５

０
名
が
集
い
、
総
会
と
研
究
会
に
参

加
し
た
。

総
会
で
は
各
校
の
現
状
報
告
の
あ

と
、
支
部
役
員
校
と
全
道
大
会
の
役

割
を
決
め
、
予
決
算
、
事
業
計
画
を

確
認
し
た
。

午
後
は
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ

で
コ
ラ
ボ
新
聞
作
成
を
話
し
合
い
、

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
発
表

し
、
聞
き
合
っ
た
。

最
後
に
全
道
専
門
委
員
の
先
生
方

か
ら
講
評
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ぞ

れ
新
聞
制
作
の
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
た
。
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一人乗りの体当たり艇
「生還許されぬ」

花輪文男さん（札幌市、1922年生まれ）
敗戦間際に、北海道でも陸軍の特別攻撃

舟艇が極秘に試作された。
私は1944年8月、陸軍兵器学校を卒業。10

月、小樽に本部がある第四野戦船舶廠に赴
任した。45年3月に特攻要員に組み込まれた。
技術少尉の私ら２人が秘密命令を受け、

広島県宇品の海上挺身隊（レ戦隊）に出張
した。モーターボートに爆薬を積んで敵艦
船に体当たりする要領の研究だった。帰隊
後、レ艇を改良した一人乗り舟艇の整備計
画を作った。
連合軍が冬場に上陸することを想定。波

が荒く冷たい道内向けとして、波しぶきを
防ぐ天蓋を付けた。レ艇と海軍の「震洋」
特攻艇で用いたベニヤ板の生産が追いつか
ず、松や杉の道産材を使った。
レ艇は体当たりか、敵船の直前で爆雷を

投下して逃げ帰るという２つの戦法があっ
た。私も研究の結果、帰還も可能と分かっ
た。しかし、ベニヤ板製より重く、速度が
落ちるので狙われやすい。操縦手が撃たれ
て戦死してもかじを握っていれば目標に到
達できる。「特攻とは生きて帰ることは許
されない」と、司令官から厳命され、「体
当たり特別攻撃艇」という名称を用い、粗
製乱造でも一度の出撃に間に合えばよいも
のにした。
試験用舟艇は船外機付きの一型と、自動

車エンジンをつけた二型の二種類。４月に
それぞれ50隻を留萌と函館の造船所に発注
した。道内の船大工を動員し計2000隻を生
産し、2000人の特攻要員と18000人の基地隊
要員を養成する計画だった。完成した舟艇
は敗戦直前に一、二型各３隻ほどが小樽に
回航されてきた。訓練は手元のレ６隻で７
月に実施した。
敗戦後、舟艇は基地の洞窟があった小樽・

カヤシマ岬の浜や沖合でガソリンをかけて
焼いた。

＊ ＊ ＊
花輪さんは56年に防衛庁事務官となり、

80年に退官した。「レ艇で体当たりしていっ
た人たちは気の毒。戦争は絶対に繰り返し
てはいけない」。書くことが好きで、当時
の日誌の「修養録」を基に自伝をまとめた。
『戦禍の記憶 戦後六十年の百人の証言』より

（北海道新聞社編 道新選書39 2005年）

証
言

特攻 太平洋戦争末期に日本軍が行った、航空機や魚雷な
どに人員を乗せたまま敵艦に体当たりさせる攻撃。陸海軍合わ

せて約６千人が亡くなったとされる。

【データ】特攻隊慰霊顕影会（1990年、ｐ131－312）より

・航空特攻・海軍航空特攻隊員 2531人

・陸軍航空特攻隊員 1417人 計3948人

・海中特攻・回天特攻隊員 106人

・特殊潜航艇 440人 計 546人

・海上特攻・震洋特攻隊員 1081人

・海上挺進戦隊員（ﾏﾙﾚ）263人 計1344人 総計5838人

※西日本新聞は総計6371人と推計、発表している。

手作りの横断幕で盛り上げた宮
崎ほのかさん（札幌開成３年、右）

議長校としてリードした。

「北海道の魅力」をテーマに

新聞の内容を考えた落合優翔

くん（右端）。


